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令和元年度
全国統一防火標語
「ひとつずつ
　 いいね！で確認
　　　 　火の用心」

未来の消防士へ継承

消火方法、心肺蘇生法、火災予防の知識を学習
し、クラブ員同士の交流を図ることを目的として
実施しています。今年の研修は筑紫野消防署にて
行われました。

イオンモール筑紫野で開催された３歳から小学６
年生までの子供を対象としたお仕事体験イベント
です。警防隊、救助隊、救急隊に分かれて訓練を
行いました。
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　冬は空気が乾燥し、暖房器具を使う機会も多くなることから、火災や暖房器具による事故が増えてくる時期です。暖房器具は、寒い冬
には欠かせないものですが、使用方法を誤れば命を落としかねない重大な火災に繋がります。また近年では、さまざまな物に使用されて
いるリチウムイオン電池による火災も増えてきています。ご家庭で今一度使用方法を確認して、冬を安全に、暖かく過ごしましょう！！

　左の表は、住宅火災の発火源別の死者数を表したものです。その他
（マッチ・ライター・ろうそくなど）と不明を除くと住宅火災による死者
で多いのが「ストーブ」です。主なものに、「電気ストーブ」と「石油ス
トーブ」がありますが、どちらのストーブによる死者数が多いと思い
ますか？

　なんと・・・「電気ストーブ」が原因で亡くなられている方の方が
多いのです！！

電気ストーブは、「火」を使
わないから安全だと油断
していませんか！？

●周りに洗濯物・カーテンなど燃えやすいものを置かない

●その場を離れる時や外出する際はスイッチを必ず切る

●寝る時は使用しない

●使用しない時は電源プラグをコンセントから抜く

●電源プラグや電源コードの清掃・点検をする

●周りに洗濯物・カーテンなど燃えやすいものを置かない

●給油は火を消してから行う

●火を付けたまま、ストーブを動かさない

●取扱説明書に従い、適切に換気をする

●昨シーズンから持ち越した灯油や、水・ごみが入った

　灯油を使用しない

電気ストーブ 石油ストーブ

 近年、「スマートフォン」などを外出先でも充電できる「モバイルバッテリー」などが急速
に普及し、これらに使用されているリチウムイオン電池による火災が増加しています。リ
チウムイオン電池は他にも、「ノートパソコン」や「タブレット」、「電子たばこ」など私たち
が普段使っている身近な物に使用されています。

（平成３０年版　消防白書から引用）

（ガスストーブ等）

15.1％

12.8％

8.5％

48.6％

4.2％
10.8％



　
住
警
器
の
設
置
・
維
持
管
理
で
大
切
な
家
族
を

守
り
ま
し
ょ
う
‼

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
義
務
設
置
か
ら
10
年
が
経
過
し
ま
し

た
。皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
、設
置
は
お
済
で
し
ょ
う
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、い
ち
早
く
火
災
を
感
知
し
、音
声
等
に
て

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
者
を
防
ぐ
た
め
の
大
切
な
も
の
で
す
。設
置
し

て
い
る
こ
と
で
救
わ
れ
た
命
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、私
達
は
皆
様
に
何

度
も
伝
え
ま
す
。

　

当
消
防
本
部
で
は
、平
成
２
３
年
か
ら
管
内
の
戸
建
住
宅
を
対

象
と
し
た
戸
別
訪
問
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、管
内
の
設
置
率
は

約
68
％
で
設
置
率
100
％
に
は
至
って
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

消
防
は「
市
民
の
命
を
守
る
」た
め
に
、今
後
も
継
続
的
な
戸
別
訪

問
を
実
施
し
、設
置
率
100
％
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、今
後
と

も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、警
報
器
を
既
に
設
置
し
て
頂
い
て
い
る
ご
家
庭
は
、義
務

設
置
か
ら
10
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
の
で
電
池
切
れ
や
経
年
劣
化

の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。ま
ず
は
点
検
を
実
施
し
て
頂
く
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

冬
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の
発
生
が
増
え
て
く
る
時
期
で
す
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
電
気
火
災
（
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
が
原
因
の
火
災
）

に
着
目
し
、
事
例
と
対
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

近
年
、
軽
い
症
状
で
も
救
急
車
を
利
用
す
る
人
が

増
加
し
、
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
管
内
に

お
い
て
も
、
救
急
車
を
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
す
る
よ

う
な
通
報
が
あ
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続

い
て
し
ま
う
と
、
事
故
に
よ
る
大
ケ
ガ
の
人
や
、
急

性
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
で
早
急
に
病
院
へ
搬
送

す
る
必
要
が
あ
る
人
へ
の
救
急
の
対
応
を
遅
ら
せ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

救
急
車
を
呼
ぶ
か
ど
う
か
迷
っ
た
際
は
、
「
♯

７
１
１
９
」
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
で
救
急
車
が
必
要

な
症
状
で
あ
る
か
問
い
合
わ
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、命
に
関
わ
る
病
気
や
ケ
ガ
で
早
急
に
病
院
へ

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、迷
わ
ず
119
番
通
報

を
し
て
下
さ
い
。

火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
・
・
・

救
急
車
の
適
正
利
用
を
・
・
・

独立行政法人　製品評価技術基盤機構　各種ポスターから引用

火災を予防するためには、定期的に

プラグを抜き、乾いた布で埃を掃除

することが大事になってきます！！

これから年末にかけ大掃除するご家

庭があると思いますので、コンセン

ト周りの埃にご注意下さい。

総務省消防庁、日本火災報知器工業会から引用

作動確認方法
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街頭広報

第３１回屋内消火栓
　　　操法大会開催！！

高齢者宅防火訪問

秋季火災予防運動
　空気が乾燥し火災が発生しやすい季節を迎える
にあたり、火災予防思想の一層の普及を図るため
に、火災予防を目的とした啓発活動を実施しました。

　この大会は、１チーム３人で協力し、屋内消火
栓を使用し放水で標的を倒すまでのタイム・行
動の正確性・規律性を競い合うものです。
　この訓練を通じて、初期消火体制の強化・自主
防災意識の向上を図ることを目的としています。

【参加事業所名】（申し込み順）
クリーンヒル宝満・福岡ヤクルト工場・ゆめタ
ウン筑紫野・日本たばこ産業九州工場・太宰府
市役所・筑紫農業協同組合・イオンモール筑紫
野・双葉老人ホーム・くすの郷・ＪＡ全農ミートフー
ズ・済生会二日市病院・サンケア太宰府・福
岡大学筑紫病院・筑紫野市役所

【女子の部】
優　勝　福岡大学筑紫病院
準優勝　介護老人保健施設くすの郷
第三位　筑紫野市役所

【男子の部】
優　勝　介護老人保健施設くすの郷
準優勝　筑紫野市役所Ａ
第三位　筑紫野市役所Ｂ

【女子の部・優勝】

【男子の部・優勝】

　令和元年１０月２６日（土）に第３１回屋内
消火栓操法大会が、筑紫野市総合保健福祉セ
ンター（カミーリヤ）で開催されました。

筑紫野太宰府管内の駅
舎で火災予防の呼びか
けを実施しました。 　高齢者宅を訪問し、住宅用

火災警報器の配布及び設置を
実施しました。
　また、指摘事項として、火災
の発生危険が高い台所の換気
扇及びフィルターの清掃、火
気使用設備と可燃物の保安距
離確保の指導を行いました。

　消防の広場では、車両の展示や防火服・

救助服の試着をはじめ、水消火器放水体験、

はしご車搭乗体験などを実施しています。

　毎年多くの方々に参加していただき、あり

がとうございます。

ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心

はい！ポーズ！消防の広場

令和元年１１月１１日　
西鉄二日市駅
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お

知

ら

せ

　

「
防
災
の
日
」
で
あ
る
９
月
１
日
（
日
）
に
諸
田

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
筑
紫
野
市
大
字
諸
田
）
に
お

い
て
地
震
を
想
定
し
自
助
、
共
助
、
公
助
を
基
に

市
・
関
係
機
関
・
地
域
住
民
・
が
一
体
と
な
っ
て
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

第
４
回
女
性
消
防
操
法
大
会
が
８
月
25
日(

日)

に
福

岡
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
、太
宰
府
市
消
防
団
女
性

部
が
出
場
し
、２
位
と
い
う
成
績
を
収
め
ま
し
た
。ま
た
、

優
秀
番
員
を
指
揮
者
と
３
番
員
が
受
賞
し
ま
し
た
。厳

し
い
事
前
訓
練
を
通
し
、消
火
活
動
を
行
う
た
め
の
ホ
ー

ス
延
長
方
法
、軽
可
搬
ポ
ン
プ
の
操
作
方
法
、チ
ー
ム

ワ
ー
ク
、迅
速・的
確
な
消
火
技
術
を
養
い
ま
し
た
。

　

８
月
25
日（
日
）岡
山
県
岡
山
市
に
あ
る
岡
山
消
防
教

育
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
て
、全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
が
開

催
さ
れ
障
害
突
破
と
い
う
競
技
で
江
口
チ
ー
ム
が
県
大

会・九
州
大
会
を
勝
ち
抜
き
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

第
４
回
福
岡
県
女
性
消
防
操
法
大
会

筑
紫
野
市
・
太
宰
府
市
合
同
総
合
防
災
訓
練

筑
紫
野
市
・
太
宰
府
市
合
同
総
合
防
災
訓
練

★
防
火
管
理
講
習

　

甲
種
防
火
管
理
（
新
規
）
講
習　

消
防
本
部
主
催

　
　

期
日　

令
和
２
年
３
月
12
日
（
木
）
〜
13
日
（
金
）

　
　

講
習
会
場　

筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部

　
　

定
員　

70
名
（
受
付
開
始
日
２
月
12
日
か
ら
） 

　

甲
種
防
火
管
理
（
再
）
講
習　

（
一
財
）
日
本
防
火
・
防
災
協
会
主
催

　
　

期
日　

令
和
２
年
２
月
13
日
（
木
）

　
　

講
習
会
場　

筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　

定
員　

120
名（
受
付
開
始
日
１
月
６
日（
月
）か
ら
１
月
１７
日（
金
）ま
で
）

★
危
険
物
取
扱
者
試
験

　

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会
（
乙
種
４
類
）

　
　

期
日　

令
和
２
年
２
月
８
日
（
土
）

　
　

講
習
会
場　

筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部

　

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
全
種
類
）

　
　

期
日　

令
和
２
年
３
月
１
日
（
日
）

　
　

講
習
会
場　

福
岡
地
区
会
場　

九
州
産
業
大
学

★
救
命
講
習

　

第
４
回
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
普
通
救
命
講
習
Ⅱ

　

（
上
級
救
命
講
習
再
講
習
を
含
む
）

　
　

期
日　

令
和
２
年
２
月
15
日
（
土
）

　
　

講
習
会
場　

筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部

　
　

定
員　

30
名

　
ｅ
‐
ラ
ー
ニ
ン
グ
対
応
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

（
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ
再
講
習
含
む
）

　
　

期
日　

奇
数
月
の
第
２
土
曜
日
（
１
月
の
み
最
終
土
曜
日
）

　
　

講
習
会
場　

筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部

　
　

定
員　

30
名

★
消
防
行
事

　

消
防
出
初
式

　
　

期
日　

令
和
２
年
１
月
12
日
（
日
）

　
　

場
所　

太
宰
府
市
立　

太
宰
府
西
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

文
化
財
防
火
デ
ー

　
　

期
日　

令
和
２
年
１
月
26
日
（
日
）

　
　

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
　

期
間
中
に
立
入
検
査
、消
防
演
習
、消
防
車
両
に
よ
る
広
報
を
実
施
し
ま
す
。

　

春
季
火
災
予
防
週
間

　
　

期
間　

令
和
２
年
３
月
１
日
（
日
）
〜
７
日
（
土
）

　
　

火
災
予
防
の
普
及
を
図
る
た
め
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
　

期
間
中
に
立
入
検
査
、
駅
舎
に
お
け
る
街
頭
広
報
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

火
災
予
防
少
年
剣
道
大
会

　
　

期
日　

令
和
２
年
３
月
１
日
（
日
）

　
　

管
内
の
剣
士
に
よ
る
剣
道
大
会
を
通
じ
て
、火
災
予
防
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

第
48
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会

心肺蘇生法を実施 避難誘導訓練
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【
消
防
広
報
】

２
０
１
９
年
１
２
月
１
日
発
行

発
行
日
 年
２
回
（
６
月
・
１
２
月
）

発
行
　
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部
　
編
集
　
広
報
班

〒
8
1
8
-0
0
8
4
　

福
岡
県
筑
紫
野
市
針
摺
西
一
丁
目
1番
1号
    

T
E
L
 0
9
2
-9
2
4
-5
0
3
4

新人女性職員紹介 ３人目の女性消防士誕生！

　女性消防士の存在を知り、
地元に密着した中で女性なら
ではの笑顔、優しさで市民の
方々の気持ちに寄り添える仕事
に就きたいと思い志望しました。

　私の目標は救急救命士になることです。女性や小
さなお子さんに安心感を与えられるような救急救命士
になりたいです！

　皆さんも、消防士になりたい、市民の方々のお役
に立ちたい、という気持ちがあれば消防士になれま
す。女性だから出来ることもたくさんあります。皆さん
も消防士になって、市民の方々により近い場所で役
にたち、自身をもって消防士になってよかったと思える、
そんな消防士を一緒に目指しましょう。

Ｑ１．消防士を志望した理由

Ｑ２．将来の目標

Ｑ３．メッセージ

　
令
和
元
年
11
月
９
日
（
土
）
か
ら
10
日
（
日
）
の
２
日
間
で

宮
崎
県
西
諸
県
郡
高
原
町
、
高
原
町
総
合
運
動
公
園
に
て
、
緊

急
消
防
援
助
隊
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
集
結
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
当
消
防
本
部
か
ら
は
、
緊
急
消
防
援
助
隊
に
登
録
し
て
い

る
３
台
の
う
ち
支
援
車
、
消
防
車
（
タ
ン
ク
車
）
の
２
台
、
10

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

緊
急
消
防
援
助
隊
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
集
結
訓
練

　
平
成
７
年
に
起
き
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教
訓
に
、
大

規
模
災
害
等
に
よ
り
被
災
し
た
都
道
府
県
だ
け
で
は
対
応
が

困
難
と
思
わ
れ
る
場
合
に
、
全
国
の
消
防
機
関
が
迅
速
に
応

援
派
遣
で
き
る
よ
う
に
同
年
６
月
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
緊
急
消
防
援
助
隊
の
訓
練
に
は
全
国
６
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
て
行
わ
れ
る
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練
と
全
て
の
都
道
府
県
を

対
象
と
し
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
全
国
訓
練
の
２
種
類
が
あ

り
、
緊
急
消
防
援
助
隊
の
技
術
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
強

化
の
向
上
を
目
的
と
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
７
年
に
起
き
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教
訓

規
模
災
害
等
に
よ
り
被
災
し
た
都
道
府
県
だ
け
で
は

緊
急
消
防
援
助
隊
と
は
・
・
・
？

先輩消防士からのメッセージ

検索

　
新
し
く
１
名
の
女
性
消
防
士
が
採
用
さ
れ

ま
し
た
。現
在
、筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部
に

は
２
名
の
女
性
消
防
職
員
が
お
り
、そ
れ
ぞ
れ

が
総
務
、予
防
の
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。新
人
女
性
職
員
は
、救
急
隊
に
配
属
さ

れ
、こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
総
務
省
消
防
庁
で
は
、
女
性
の
活
躍
で

消
防
力
が
向
上
す
る
と
考
え
、
全
国
の
消

防
に
占
め
る
女
性
消
防
職
員
の
比
率
を
令

和
８
年
度
ま
で
に
５
％
に
引
き
上
げ
る
こ

と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
当
消
防
本

部
で
は
、
筑
紫
野
消
防
署
、
太
宰
府
消
防

署
そ
れ
ぞ
れ
の
署
に
女
性
専
用
の
浴
室
、

仮
眠
室
等
の
施
設
を
整
備
し
て
お
り
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
３
人
目
の
女
性
が
採
用
さ
れ
て
、
と

て
も
う
れ
し
く
、
心
強
く
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
女
性
消
防
士
が
採
用

さ
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
手

本
と
な
る
よ
う
な
消
防
士
を
目
指
し
て

共
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

他にも女性専用の
お風呂、シャワー
室もあるよ‼

緊急消防援助隊集結

訓練風景

女性用仮眠室

消防隊として３年間活躍した後、
結婚・出産を経て現在は、総務
課経理係として活躍中！

須尭　消防士長

曽我　朋世
消防士

すぎょう

そ　が　　　とも　よ

ＰＨＯＴＯ
ギャラリー

筑紫野太宰府消防本部
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